
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ３回 開催期間

参加者数 14名 内訳 小学４年生 9名

小学５年生 3名

小学６年生 2名

令和５年９月１６日～令和５年９月３０日

加藤　徹也（武蔵野音楽大学音楽総合学科長・音楽教育コース長）

中田　一平（入間市教育委員会教育長）

佛坂　咲千生（武蔵野音楽大学演奏部長）

武蔵野音楽大学、入間市教育委員会

実行委員長

令和５年度　子ども音楽大学いるま

子ども音楽大学いるま実行委

員会 実行委員

（関係団体）

子ども音楽大学いるま

学長

副学長



３．実施内容

９月１６日（土）

１３：００～１６：１５

パイプオルガンの仕組みを学びます。

９月２３日（土・祝）

１３：００～１６：００

ストローで一から民族楽器を作ります。

２日目 開催日時

講義名

①「民族楽器の製作と音出し」

②「楽器のひみつをさぐろう」

③楽器ミュージアムの見学

１日目 開催日時

そ

の

他

(

音

楽

) 講師

①日本オルガニスト協会会員

　秋本　奈美　先生

②武蔵野音楽大学講師・日本グレゴリオ聖

歌学会会員　片山　みゆき　先生

会場

講義名

武蔵野音楽大学　入間キャンパス

①「～心おどる！パイプオルガンの世界～」

②「さあ、歌おう！楽しいコーラス」

そ

の

他

(

音

楽

)

会場 武蔵野音楽大学　江古田キャンパス

講師

①武蔵野音楽大学楽器ミュージアム学芸員

　守重　信郎　先生

②武蔵野音楽大学楽器ミュージアム学芸員

　脇谷　真弓　先生

写真

写真



３．実施内容

９月３０日（土）

１３：００～１６：１５

声が響くバッハザールでみんなとコーラス。

講師

①日本オルガニスト協会会員

　秋本　奈美　先生

②武蔵野音楽大学講師・日本グレゴリオ聖

歌学会会員　片山　みゆき　先生

３日目 開催日時

そ

の

他

(

音

楽

)

会場 武蔵野音楽大学　入間キャンパス

講義名
①「～心おどる！パイプオルガンの世界～」

②「さあ、歌おう！楽しいコーラス」

写真



４．参加者の声

・はじめてひいてすごい音だったり、一日ずーっととおしてても音は変わらないとびっくりしました。

・パイプが4644本もあるなんて！とおどろきました。

パイプオルガンはすごくきれいな音色で、わたしも家にパイプオルガンをおいてひけるようにしたいなと思いました。

・声をだすはっせいれんしゅうとか、声をだす所を初めてしりました。

・声の出し方が分かった。きれいに声を出すと気持ちいい。

・音楽の授業では教えてくれないことを教えてもらったので、これからもっと練習していかせるようにしようと思いました。

・輪ゴムや紙コップ、ティッシュを使った声の出し方が楽しかったです。（虫の声）のカノンがむずかしかったけれど、家の

人はきれいだったと言っていました。ピョンキチも知らなかったので調べてみました。おなかに口があるつもりで声を出した

いです。ピアノもすてきでした。

・パンパイプ作りはストローをななめに切る所がむずかしかったけれど、音がでて楽しかったです。

・はこがあるから音はその中でしんどうしてなっているんだなと分かりました。おことのげんは長さが半分になると音が1オク

ターブ高くなることも初めて知りました。

・大昔のピアノのけんばんが黒白反対になっていたり、動物みたいな楽器もあったからおもしろかった。

・今回はとても貴重な経験をありがとうございました。普段見ること、触れることのできないパイプオルガンを弾くことがで

き、驚き、感動しました。江古田キャンパスに行けたことも、子どもにとっては声楽の先生はとても素敵で子どもたちにわ

かりやすく盛り上げ上手で楽しい講義でした。親子で楽しめた3日間でした。

・参加させていただきありがとうございました。有意義な3日間でした。オルガン=バッハと捉え、1日目の夜からとりかかり

の遅いインベンションの譜読みを始めている姿がありました。バッハの伝記も見ていました。オンライン講義ではない生の

講義の吸収力の違い、良さを感じ、本当に参加させていただきよかったと御礼申します。

・パイプオルガン、コーラス、楽器製作、実験ミュージアム見学などいろいろな面から音楽に触れる機会となり、子どもた

ちにとって良い学びとなったと思います。特にパイプオルガンに触れることはなかなかあることではなく、本当に貴重な体

験をさせていただきありがたく思います。また、発生の仕方や楽器の秘密など大人も勉強になる講義が多々あり、親

子供に楽しく参加することができました。いろいろ工夫した講義をありがとうございました。

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）


